
昨
年
の
総
選
挙
で
維
新

の
会
が
伸
長
し
、
国
会
で

は
さ
っ
そ
く
改
憲
・
軍
拡

と
新
自
由
主
義
を
煽
っ
て

い
る
。
維
新
の
会
に
投
票

し
た
有
権
者
に
は
、
自
公

政
権
に
不
満
を
も
ち
、「
実

行
力
の
あ
る
改
革
派
」
の

期
待
を
か
け
た
人
が
多
い

よ
う
だ
。
「
維
新
は
革
新
、

共
産
党
は
保
守
」
と
考
え

る
若
者
も
多
い
と
い
う
。

世
界
に
目
を
む
け
る
と
、

ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
大

統
領
は
「
人
権
」
を
前
面

に
掲
げ
て
中
国
や
ロ
シ
ア

の
行
動
を
批
判
し
、「
社
会

歴
史
の
本
流
と
逆
流
を
見
極
め
る

仲
森
明
正
（
渋
谷
）

主
義
」
を
看
板
に
す
る
中

国
は
強
権
性
と
人
権
侵
害

・
覇
権
主
義
を
強
め
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
な
ど
世
界
各
地

の
独
裁
政
権
を
支
え
て
い

る
。社

会
主
義
を
掲
げ
る
の

が
「
進
歩
的
」、
資
本
主
義

を
擁
護
す
る
の
が
「
保
守

・
反
動
」
と
い
う
単
純
な

区
分
は
も
は
や
説
得
力
が

な
い
。
人
類
の
歴
史
を
ふ

り
か
え
り
大
き
な
方
向
性

を
つ
か
み
な
が
ら
、
本
流

と
逆
流
を
見
極
め
る
明
確

な
判
断
基
準
を
持
つ
こ
と

が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

曲
折
は
あ
っ
て
も
人
類

の
歴
史
は
、「
違
い
と
多
様

性
を
尊
重
し
つ
つ
、
一
人

一
人
の
人
間
の
価
値
に
差

を
つ
け
な
い
」、
す
な
わ
ち

「
個
人
の
尊
厳
を
認
め
、

自
由
と
権
利
を
平
等
に
保

障
す
る
」
方
向
に
す
す
ん

で
い
る
、
科
学
・
技
術
の

発
展
は
、
そ
の
条
件
と
可

能
性
を
広
げ
る
限
り
に
お

い
て
「
進
歩
」
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。

そ
こ
か
ら
い
く
つ
か
の

判
断
基
準
が
生
ま
れ
る
。

１
．
科
学
的
手
続
き
を
踏

ま
え
て
確
定
さ
れ
た
「
事

実
」
や
専
門
家
の
「
知
見
」

を
尊
重
す
る
か
、
否
定
し

よ
う
と
す
る
か
？

２
．
社
会
的
弱
者
・
少
数

者
の
尊
厳
と
権
利
を
尊
重

す
る
か
、
抑
圧
す
る
か
？

３
．
他
者
の
声
に
耳
を
傾

け
、
議
論
を
重
ね
て
自
分

た
ち
で
問
題
を
解
決
し
よ

う
と
す
る
か
、「
効
率
」
を

優
先
し
て
「
ト
ッ
プ
任
せ
」

「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」
の
決

定
を
良
し
と
す
る
か
？

反
原
発
や
反
基
地
運
動
、

Ｂ
Ｌ
Ｍ
運
動
や
気
候
危
機

打
開
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

を
求
め
る
運
動
が
「
本
流
」

で
あ
り
、
侵
略
と
植
民
地

支
配
、
加
害
の
史
実
を
否

定
す
る
歴
史
修
正
主
義
、

科
学
的
知
見
を
無
視
し
て

コ
ロ
ナ
感
染
を
広
げ
た
反

知
性
主
義
、
企
業
活
動
の

自
由
を
優
先
し
て
公
助
を

否
定
し
、
弱
肉
強
食
を
肯

定
し
て
貧
富
の
格
差
を
拡

大
し
て
き
た
新
自
由
主
義
、

正
確
な
事
実
を
市
民
に
知

ら
せ
ず
、
少
数
意
見
切
り

捨
て
を
す
す
め
て
き
た
強

権
政
治
が
、
い
ず
れ
も
「
逆

流
」
で
あ
る
こ
と
は
、
こ

れ
ら
の
基
準
か
ら
明
瞭
で

は
な
か
ろ
う
か
。

今
年
の
参
議
院
選
挙
で

は
、
何
と
し
て
も
「
本
流
」

を
伸
ば
す
よ
う
に
し
た
い
。

大阪のＩＲ推進局は、１２月末、

夢洲へのカジノ誘致に向けて「区域

整備計画」を発表し、年末・年始に、

ＨＰだけで説明会や公聴会、パブリ

ックコメントの日程を発表、２月・

３月の大阪市会、府議会で議決しよ

うとしています。しかし、彼らも大

きな弱点をかかえています。

大阪市が夢洲の土壌汚染対策に７

９０億円を支出する問題が注目を集

めだしています。

７９０億円どころか、どんどん市

民の税金がつぎ込まれる可能性があ

ります。夢洲の埋め立てが始まった

１９８７年から２００６年まで、ど

んな有害物質が埋められたのか分か

らないのです。これから工事が進む

とどんな汚染物質がでてくるかわか

りません。

もう一つの弱点は、夢洲に万博を

誘致したことです。交通インフラ整

備で、咲洲から夢洲への地下鉄の延

伸が進められています。２０２５年

の半年間の万博が終わった後、誰も

乗らない地下鉄が残されます。大阪

市はメトロの大赤字は大阪市の税金

で穴埋めするということを認めてい

ます。

カジノ業者に融資を決めている三

菱ＵＦＪ銀行、三井住友銀行の責任

も追及できます。国際協約でギャン

ブル産業には融資しないことが決め

られているのに、抜け道を作って融

資をすすめようとしています。これ

を世論の力で止めると、資金を断た

れた業者は撤退せざるを得ません。

そういう展望も持ちながら運動をす

すめていきたいと思っています。

府
高
退
教
は
２
０
２
１
年

月
で

周
年
を

11

30

迎
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
禍
で
総
会
も
文
書
開
催
が
２
年

続
き
ま
し
た
が
、
今
回
の

周
年
記
念
行
事
は

30

周
年
、

周
年
、

周
年
、

周
年
な
ど
の

10

15

20

25

各
記
念
事
業
と
は
趣
を
変
え
、
５
月
総
会
終
了

後
、
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
と
作
品
展
示
を

行
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
見
通
し
が
持
て
な
い
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
展
示
作
品
へ
の
応
募
や
当
日
の
記

念
事
業
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
中
止
）

（
ア
）
日
時
：
２
０
２
２
年
５
月

日
（
日
）

29

時

分
よ
り

15

30

（
イ
）
内
容
：
松
野
迅
さ
ん
に
よ
る

バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

作
品
展
示

（
ウ
）
場
所
：
教
育
会
館
２
Ｆ
「
コ
ス
モ
ス
」

詳
細
は
通
信
な
ど
で
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

府高退教結成30周年記念事業について

カ
ジ
ノ
誘
致
に
弱
点
藪
田
ゆ
き
え
（
カ
ジ
ノ
問
題
を
考
え
る

大
阪
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
）
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大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
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七
ー
十
一

府
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館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
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教
職
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の
会

府

高

退

教

通
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岸
和
田
市
長
選
を

た
た
か
っ
て

渡
邉
倬
郎(

高
石)

２
０
２
２
年
１
月
30
日(

日)

投
開
票
で
岸
和
田
市
長
選
挙

が
行
わ
れ
た
。

大
阪
維
新
公
認
の
現
市
長

は
、
選
挙
公
報
で
、｢

幼
稚
園

･

保
育
所
の
再
編｣｢

小
中
学
校

の
適
正
規
模
、
適
正
配
置｣

な

ど
を
列
挙
し
た
。｢

幼･

保
の

再
編｣

と
は
、
岸
和
田
市
内
23

幼
稚
園
と
11
保
育
所
を
全
廃

し
、
６
つ
の
市
立
認
定
こ
ど

も
園
と
８
つ
の
民
営
認
定
こ

ど
も
園
へ
と
再
編
す
る
と
い

う
も
の
。｢

小
中
の
適
正
規
模

配
置｣

と
は
山
手
地
域
の
６
つ

の
小
学
校
を
廃
止
し
て
、
中

学
校
と
と
も
に
、
中
高
一
貫

校
に
す
る
と
い
う
統
廃
合
計

画
案
の
こ
と
。
い
ず
れ
も
地

域
住
民
の
声
を
聞
か
な
い
、

国
の
公
立
施
設
削
減
計
画
に

基
づ
く
も
の
で
犠
牲
に
な
る

の
は
岸
和
田
の
こ
ど
も
た
ち

で
あ
る
。

｢

岸
和
田
民
主
市
政
を
す
す

め
る
会｣

か
ら
、
山
田
英
子
さ

ん(

73
歳
、
障
害
児
教
育
37
年
、

退
職
後
は
社
会
福
祉

関
係
の
活
動
に
従
事)

が
立
候
補
。｢

市
民
の

声
の
と
ど
く
岸
和
田

市
政
に｣｢

保
育
所･

幼

稚
園
再
編
計
画
見
直

し｣
｢

小
中
学
校
統
廃

合
計
画
の
中
止｣

を
掲

げ
、｢

子
ど
も
の
成
長

に
と
っ
て｢

学
ぶ｣｢

育

つ｣

環
境
が
重
要｣

、

｢

35
人
学
級(

少
人
数
ク
ラ
ス)

の
実
現｣

と
訴
え
て
た
た
か
っ

た
。山

田
候
補
は
37
・
2
％
の

投
票
を
獲
得
。
当
選
こ
そ
で

き
な
か
っ
た
が
大
善
戦
。
結

果
を
受
け
て｢

学
校
統
廃
合
計

画
の
中
止
の
た
た
か
い
の
裾

野
を
広
げ
、
次
に
つ
な
げ
よ

う｣

と
語
っ
た
。
一
昨
年
の

泉
大
津
市
長
選
挙
で
の
畠
田

博
司
さ
ん
と
い
い
、
今
回
の

山
田
英
子
さ
ん
と
い
い
、
大

阪
の
退
職
教
職
員
の
勇
気
は
、

わ
れ
わ
れ
を
大
き
く
励
ま
し

て
く
れ
る
。

府高退教通信 NO.250 2022年2月18日

【
２
月
】

２
月
18
日(

金)

府
高
退
教

30
周
年
記
念
式
典
第
２
回

実
行
委
員
会

幹
事
会
終

了
後
「
カ
ト
レ
ア
」

２
月
25
日(

金)
14:
00

女
性
サ
ロ
ン
教
育
会
館

２
F
「
藤
」

【
３
月
】

３
月
３
日(

金)

13:

30
大
退

教
単
位
退
教
交
流
会

教

育
会
館
2
F
「
コ
ス
モ
ス
」

３
月
７
日(

月)

13:

30

謡
を
楽
し
む
会

茶
臼
山
画
廊

３
月
14
日(

月)

14:

00

短
歌
を
楽
し
む
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

３
月
18
日(

金)

12:

00

憲
法
宣
伝

上
六
交
差
点

３
月
18
日(

金)

14:

00

第
322
回
府
高
退
教
幹
事
会

「
カ
ト
レ
ア
」

【
４
月
】

４
月
１
日(

金)

10:

00

春
の
散
策

芦
屋
方
面

HPP 府高退教 htttp://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/

当

面

の

日

程

佐
々
木
有
馬

（
堺
西
）

各
党
の
獲
得
議
席
が
決

ま
っ
た
翌
日
の
11
月
1
日

「
N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ォ
ッ

チ
９
」
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で

東
京
・
渋
谷
に
集
ま
っ
た

若
者
30
人
に
質
問
し
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
た
。
そ
の

結
果
は
投
票
に
行
か
な
か
っ

た
人
が
７
割
、
そ
の
理
由

は
「
コ
ロ
ナ
で
困
っ
て
い

て
も
助
け
て
く
れ
な
か
っ

た
」
「
詳
し
く
理
解
し
な

い
ま
ま
投
票
に
行
っ
て
い

い
の
か
難
し
か
っ
た
」
な

ど
が
あ
っ
た
。

こ
の
回
答
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
有
権
者
の
政
党

選
択
の
判
断
に
応
え
る
よ

う
な
材
料
が
提
供
さ
れ
た

だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
10

月
26

日
の

「
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ォ
ッ
チ
９
」

で
は
女
性
皇
族
の
結
婚
記

者
会
見
の
模
様
が
11
分
間
、

衆
院
選
党
首
の
訴
え
を
自

民
、
立
民
二
人
の
党
首
が

５
分
40
秒
、
４
分
の
時
間

配
分
で
報
じ
ら
れ
た
。
そ

の
内
容
は
街
頭
で
の
訴
え
、

有
権
者
と
の
懇
談
、
移
動

の
車
中
、
自
宅
や
宿
舎
で

の
様
子
な
ど
で
あ
っ
た
。

選
挙
期
間
中
に
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
中
国

の
極
超
音
波
ミ
サ
イ
ル
発

射
の
こ
と
が
た
び
た
び
報

道
さ
れ
た
。
一
方
で
は
安

倍
・
菅
政
治
を
終
わ
ら
せ

政
権
交
代
を
目
指
す
野
党

４
党
が
結
ん
だ
４
項
目
合

意
の
内
容
は
選
挙
期
間
中

報
道
も
解
説
も
な
か
っ
た
。

総
選
挙
の
直
前
に
行
わ

れ
た
自
民
党
総
裁
選
の
こ

と
は
約
１
カ
月
間
に
わ
た
っ

て
報
道
し
、
総
裁
選
最
終

日
の
投
開
票
日
に
は
２
時

間
30
分
間
中
継
す
る
と
い

う
電
波
ジ
ャ
ッ
ク
の
状
態

だ
っ
た
。

戦
後
３
回
目
の
低
投
票

率
に
終
わ
っ
た
が
日
常
の

ニ
ュ
ー
ス
報
道
を
含
め
て

政
治
に
関
心
が
高
ま
る
選

挙
期
間
中
は
有
権
者
に
向

け
て
、
政
治
へ
の
信
頼
回

復
と
政
党
を
選
ぶ
判
断
材

料
を
豊
か
に
丁
寧
に
放
送

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
。

２
０
２
１
年
年
10
月
衆
議
院
選
挙

期
間
中
の
N
H
K
報
道
に
見
る

森
田
敏
彦

（
成
城
工
定

）

大
退
教
が
参
加
し
て
い

る
大
阪
高
齢
者
運
動
連
絡

会(

大
高
連)

の
全
国
的
組

織
で
あ
る
日
本
高
齢
期
運

動
連
絡
会(

日
高
連)

は
、

現
在
、
「
日
本
高
齢
者
人

権
宣
言
」
の
策
定
に
と
り

く
ん
で
い
ま
す
。

１
９
８
８
年
に
採
択
さ

た
「
日
本
高
齢
者
憲
章
」

を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し

て
「
宣
言
」
を
策
定
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
背
景
に
は
、
国
の
政

治
経
済
状
況
が
大
き
く
変

化
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
高
齢
者
の
社
会
福
祉
政

策
も
大
き
く
変
化
し
て
き

た
こ
と
、
世
界
一
の
高
齢

社
会
日
本
で
の
高
齢
期
運

動
の
理
念
と
し
て
、
高
齢

者
の
人
権
保
障
は
「
公
助
」

で
な
く
、
「
保
障
」
が
国

の
義
務
で
あ
る
こ
と
を
強

く
打
ち
出
す
こ
と
が
必
要

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

一
昨
年
６
月
に
「
宣
言
」

草
案
が
発
表
さ
れ
て
以
来
、

コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
の
な
か

で
、
学
習
会
が
各
地
で
と

り
く
ま
れ
、
そ
の
な
か
で

出
さ
れ
た
意
見
を
取
り
入

れ
て
、
昨
年
12
月
に
第
二

次
草
案
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
議
論
を
進
め

て
、
今
年
の
５
月
ご
ろ
の

総
会
で
最
終
的
に
採
択
さ

れ
る
予
定
で
す
。

大
高
連
で
も
、
こ
れ
ま

で
高
齢
者
集
会
な
ど
で
、

草
案
の
学
習
、
討
議
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
不
十
分
な
の
が
実
情

で
す
。
国
民
の
命
と
暮
ら

し
を
脅
か
す
コ
ロ
ナ
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
、
「
高
齢
者

や
す
べ
て
の
年
齢
の
人
々

の
現
在
と
未
来
に
、
希
望

と
輝
き
を
も
て
る
真
の
長

寿
社
会
を
創
造
す
る
」
こ

と
の
重
要
性
を
露
呈
し
ま

し
た
。
「
宣
言
」
草
案
を

学
び
、
策
定
の
後
押
し
を

し
た
い
も
の
で
す
。

(

第
二
次
草
案
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
は
５
０
０
円
で
頒
布)

進
む
「
日
本
高
齢
者
人
権
宣
言
」
づ
く
り

福
谷
美
智
子
（
農
芸
）

願
は
く
ば
花
の
下
に
て
我
死
な
ん

そ
の
如
月
の
望
月
の
こ
ろ

「
如
月
の
望
月
の
頃
」
は
、
今
の

太
陽
暦
で
い
う
と
３
月
中
頃
で
あ
る
。

桜
に
は
早
す
ぎ
る
。
「
ど
う
い
う
こ

と
か
な
あ
」
と
不
思
議
に
は
思
っ
た

も
の
の
、
「
早
咲
き
の
桜
で
も
植
わ
っ

て
い
る
の
か
な
あ
」
と
調
べ
も
し
な

か
っ
た
。

弘
川
寺
へ
行
く
機
会
が
あ
っ

た
が
、
そ
ん
な
桜
は
植
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
。

や
っ
と
最
近
に
な
っ
て
知
っ
た
。

な
ん
て
こ
と
は
な
い
、
そ
の
前
の
年

が
う
る
う
年
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
１
年
が
13
ヶ
月
だ
っ
た
。
そ

の
翌
年
の
こ
と
だ
か
ら
、
如
月
の
望

月
の
頃
は
今
で
い
う
と
４
月
の
中
頃

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

知
ら
な
い
ま
ま
に
調
べ
も
せ
ず
過

ご
し
た
こ
と
に
我
な
が
ら
呆
れ
る
け

れ
ど
、
こ
の
年
に
な
っ
て
判
っ
て
す
っ

き
り
し
た
気
分
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

わ
が
庵
は
都
の
た
つ
み
し
か
ぞ
す
む

世
を
う
ぢ
山
と
人
は
言
ふ
な
り

こ
の
歌
を
「
鹿
ぞ
住
む
」
と
思
い

込
ん
で
い
た
人
が
い
た
ら
し
い
。
物

知
り
で
も
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か

と
安
心
し
て
い
る
。

勘
違
い


